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 最終更新日 2026年（令和８年） ４月１０日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

〇 こどもたちの「学び」に向かう姿勢は、主体

的・協働的になりつつある 

〇 学習活動を通して、地域のよさをとらえ、より

よいまちづくりについて考えるこどもたちが

増えている 

〇 「基礎学力と基本的な生活習慣の定着」を

めざし、学校での「学び」と家庭学習とのつ

ながりをつくる 

〇 こどもたちの気持ちに寄り添い、状況改善

に向けて、伴奏的な取組を進める 

 

育成する 

資質・能力 
コミュニケーション・表現力・忍耐力 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 
地域に愛着と誇りをもち、心豊かにたくましく生きるこども 

中学校区として 
統一した取組等 

□ 自己肯定感を高める（児童会・生徒会の合同活動・中学校オープンスクール） 

□ コミュニケーション力・表現力・忍耐力をつける（幼保小中連携教育・合同授業研究） 

□ 健康への意識を高め、体力向上を図る 

（体力向上の取組・体力テストの分析・生活改善の取組・校区保健だよりの発行） 

□ 学校・地域が一体となった取組の推進 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

根拠をもとに、自分の考えを表現しようとする児童や、物事に一生懸命取り組み協

力し合う姿が見られるなど、前向きで素直な人間関係のよさが育っている。一方で、

基礎的・基本的な学力の定着や家庭学習・繰り返し学習の習慣、場に応じた言葉遣

いや挨拶、適切なコミュニケーション力に課題が見られる。また、生活習慣やメディア

利用、安全意識の面でも継続した指導が必要である。 

＜授業＞ 

 「夢中になる授業の創造」をテーマに、導入・表現方法の工夫・授業展開の工夫を

取り入れた授業改善を進めている。児童は学習に意欲的に取り組んでいるが、基礎

的・基本的な学力の定着や、考えを適切に表現する力、記述式問題への対応に課題

が見られる。学力調査では、全国平均を上回る結果も見られる一方で、学年や教科

によっては平均を下回る状況もあり、ばらつきがある。現在、理科の研究を中心に授

業改善を進め、学力向上に努めている。 

 

育成する 

資質・能力 
 表現力・コミュニケーション力・忍耐力 

めざす 

こども像 

全

学

年 

自ら学び 心豊かに たくましく生きる 児童 
～自分のため、みんなのためにと行動し、自分の伸びを実感できる子～ 

表現力 
（低）自分の思いや考えを表現することができる。 
（中）根拠を挙げながら自分の思いや考えを表現することができる。 
（高）多様な考えを理解し、多面的に表現することができる。 
コミュニケーション力  
（低）相手の話をしっかり聞きながら伝え合うことができる。 
（中）お互いの考えを比べ、よさを見つけながら伝え合うことができる。       

 （高）お互いの立場や意図を理解し、相手の考えを尊重しながら伝え合うことができる。 
忍耐力 
 （低）自分のやるべきことをあきらめず取り組むことができる。 
（中）目標をもち、最後までやり抜くことができる。 
（高）自分たちの生活をよりよくしようと主体的に責任を果たし、調整しながらやり抜くこと
ができる。 

   

研究 

テーマ 山手発！夢中になる授業 ～育てよう！教科の目と芽～ 

内容等 

① 導入の工夫（生活とのつながりのある、わくわく感のある、「？」が生まれる導入） 

② 表現方法の工夫（振り返りや考察の書き方、ICTの活用） 

③ 授業の進め方の工夫（学習サイクル、児童主体の計画、自己決定の場、体験的に 

学ぶ場の設定） 

めざす授業の姿 

・ 児童が「何のために学ぶのか」や「生活のどことつながっているのか」感じられる学習活

動になっている 

・ 児童が解決したくてたまらないわくわく感のある学習活動となっている 

・ 児童が「体験的に学ぶ」ことができている 

・ 児童が学習内容や課題を「自己決定」している（ICTの活用） 

・ 児童が自分の考えを整理して表現している 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

〇 こどもたちが意欲的に授業や行事に取り組

んでいる様子が見られ、一定の成果が出て

いる 

〇 地域とのかかわりを重視した学習活動に取

り組み、情報発信を積極的にしている 

〇 ボランティア・スタッフとしての参加があるな

ど、こどもたちの地域行事への参加が増え、

今後にも期待したい 

〇 より多くのこどもたちが地元の学校で過ご

せるように、魅力づくりを進めたい 

 

学校教育目標 

自ら学び 心豊かに たくましく生きる 児童の育成 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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                                                                                                                              福山市立山手小学校 

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎学力の定

着・向上と学び

続ける力の育

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己指導能力

を基盤とした望

ましい人間関係

の形成と心身

の健やかな成

長の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 

 

 

 

 

 

新

規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新

規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎学力の定着

と向上を図り、学

びの中で自己の

伸びを実感できる

児童の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自他を大切にし、

よりよい関係を築

きながら周りと関

わり、自己の伸び

を実感できる児童

の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味・関心を引き

出す導入を行い、日

常生活とのつながり

を意識させる授業を

行う。 

 

 

 

授業を中心に、ス

キルタイムや家庭学

習と関連付けなが

ら、繰り返し学習を

行い、基礎学力の定

着を図る。 

 

 

 

挨拶キャンペーン

を行い、できている

児童を表彰するとと

もに、自分の取組を

振り返る機会を設け

ることで、学校や地

域の人に自ら挨拶

できる児童を増や

す。 

家族や友だち、先

生、地域の方に「あ

りがとう」を伝えるこ

とのできる掲示物を

作成し、自分の関わ

りを見つめ直す中

で、感謝を自ら伝え

られる児童を増や

す。 

 

□児童アンケート「授業

で学んだことを、次

の学習や実生活に

結び付けて考えた

り、生かしたりするこ

とができている」の

肯定的評価を90％以

上にする。 

□学期末テスト国・算

（知技）において、

70％未満の児童の割

合を２０％以下にする。 

□学力調査正答率

40％未満の児童の割

合を全国平均以下に

する。 

 

□児童アンケート「自分

からあいさつをしてい

る」の肯定的評価を

90％以上にする。 

 

 

 

 

 

□児童アンケート「家族

や友だち、先生、地域

の方に自ら『ありがと

う』と伝えている」の

肯定的評価を90％以

上にする。 

 

 

 

 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  
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授業力と挑戦

意欲の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継

続 

望ましい生活習慣

と安全意識を身に

付け、心身の伸び

を実感できる児童

の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業力の向上に

努めるとともに、自

ら挑戦し、強みを

生かして協働する

教職員の形成 

 

 

メディアアンケート

を実施し、生活習慣

を見直す中で自分

の体を守るために、

メディアと適切な距

離を保つという自己

管理意識を高める。 

体育委員会や体

部会で体つくり運動

を実施し、運動する

楽しさを感じる児童

を増やす。 

 

いつでも授業を見

合うことができる環

境を作り、一人一回

以上授業を公開す

る。 

 

自己の強みを意

識しながらそれぞれ

の役割を果たすこと

ができるよう、相談し

たり協働したりでき

る機会を作る。 

□「メディアの利用時間

２時間未満」の児童を

昨年度(７０％)以上に

する。 

 

 

 

□「外遊びや運動が楽

しい」と答える児童を

90％以上にする。 

 

 

 

□「自身の授業力向上

に向けて教材研究を

行い、挑戦しながら取

り組んでいる」と答え

る教職員を90％以上

にする。 

□「こどもたちが自身の

伸びを実感できるよ

う、自己の強みを意識

し、協働しながら取り

組んでいる」と答える

教職員を90％以上に

する。 

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 

 


